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 名前というものには、 必ず何らかの意味が込められているものである。 名を呼ぶということは、 挨拶
 をする だけでなく、 その名の持ち主に何かを求めるという意味まで含む場合があ り、 そ してそれが神聖
 だとみなすものに対 しての時には、 その名を呼びかける だけでなく、 称讃することで、 何かを祈 り、 その
 力を求めることにつながって行く。
 神々を讃嘆する慣習は古代イン ドにおいても行なわれてお り、 その目的は息災、 増益といった種々の
 功徳を得ることであった。 古代イン ドの特定の神格を称讃する仕方は、 仏教の中にも取り入れられてい
 る。 古くは、 南方上座部仏教に現在まで伝えられているパリッタ (paritta) があり、 その後、 諸大乗経典
 が編纂されるようになる と、 経典の書写・聴聞と並んで読言甫による功徳が積極的に説かれるようになる。
 特に初期大乗仏典の代表とされる 「般若経』 の中で、 般若波羅蜜 (praj陥paramita) の受持によって除災な
 どの様々な現世利益 を獲得すること ができると説かれている。 更 に、 後世の大乗仏典においては、 経典
 の内容を凝縮 した呪文の形を取った陀羅尼 (dharaロ丁) に発展 し、 それは初期のタン トラすなわち密教経典
 にも取り込まれ、 種々の儀礼と共に、 陀羅尼の読誦による無病、 延命な どの現世利益を説くようになる。
 そしてタントラの展開とともに、 現世利益の範囲に留まらず、 無上正等覚を獲得する手段と して用いら
 れるまでになった。
 本研究で取り上げる 梅1noso1ママg躍は8世紀初期には成立していたとされている、 文殊智慧薩堰
 (Ma行ju輌姦anasattva) の勝れた特質を種々の名号 (naman) を以て称讃するタントラである。 このタン
 トラは、 日本や中国ではほとんど注目されることはなかったが、 イン ド・チベット・ネパールでは大
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 いに流行 し、 今日でもチベッ トやネパールの寺院では常用読誦経典として重用され続けている。 この
 N∂1"αsαηマgπ' には、 サンスクリッ ト原典、 チベッ ト語訳、 漢訳が現存 してお り、 比較的、 資料に恵まれて
 いると言える。 また、 サンスクリッ ト校訂本と英訳、 和訳が既に出版されている。
 14世紀に活躍 したチベッ トの学僧 Bu ston は 梅1n・30'τフg諏i を、 自身による四タントラ分類 (①所作タン
 トラ類、 ②行タントラ類、 ③瑜伽タントラ類、 ④無上瑜伽タン トラ類) のうちの④無上瑜伽タントラ系の
 方便・父タントラに配 し、 更にその中でも毘盧遮那部族のタントラと見な している。 しか し、 このタン
 トラそのものには性的な瑜伽といった無上瑜伽系のタントラに顕著な特徴は見られず、 内容及び成立年
 代から考えて瑜伽タントラ類の 『真実摂経』 と同系列とみなすことが妥当であるという指摘 がなされて
 い る。
 ノv∂〃マ・s岬gπ1 は上述のように分類されてはいるが、 その性格は他の多くのタン トラ文献とは異なって
 お り～ その内容はむ しろ、 他のイン ド宗教一般に見られる神格に対する讃嘆形式と類似 しているとの指
 摘がある。 また、 Nδnフoso'!アgπ1 は、 名号を列挙しそれを称讃することによる功徳 (anu首alpsa) を示すこと
 を中心内容と しており、 特定の思想や儀礼な どを説くものではない。 そのため、 瑜伽タントラ、 無上瑜
 伽タン トラな ど異なる立場から解説 した数多くの註釈書が著されることにな り、 同時にそれらの註釈に
 基 づいた幾つかの流派 が生ま れること になつ た。
 Ma旬u師kTrti 著 動ノ01no勲'`廟∂1"σso1～79πi敢∂ (以∂I Tohoku 2534) はその中の一つであり、 瑜伽タントラ
 の立場から著された く励nosoηマgπ' に対する最も詳細な註釈である。 これは遅くとも 10世紀前半までに
 は成立 していたと考えられる。 残念ながら、 本書のサンスクリット原典は現存せず、 チベット語訳に頼
 らざるを得ない。 また、 数多く存在する N∂1フマ080η?g〃1 の註釈書の中でも Bu ston は特にこの 鍬〃 を重要
 視 し、それに対 して 「要義書』 (Tohoku 蔵外5046) という文献を残 している。それは彼自身の理解に基づき、
 漁no50ηマgπi の内容を詳細に分類 し要約 したものである。
 本研究においては、 上述した(1)N伽030ηコgπi と(2)取δ の二本を中心資料と して使用 した。 その他
 Ma旬u`1-k了1tl の別の著作 σogoη∂1no1σsllρ01・i`編4hoゴho1柳04h盈卯δnαgoめho (Dh VMV; Tohoku 2589) をはじ
 め と し、 Ma負ju薗mltra 著 N∂1noso'πg諏加・11i、 Vilasavajra 著 く励"01no'711癩h∂voloんi'π、 *Madhyamikallanda 著
 ゆ"1770伽'詩1伽∂nマ0501!了g吻。柳た∂、 Ravi善司茄na 著 オ〃耀欲α17i緬 1?∂1no ∂'"17∂n1σ301!7gπi～ψpo17rな どの 諸 註 釈
 書も必要に応 じて参照 している。
研究目的
 N∂nマoso'～マgπi の重要性は早くから認識され、 ロシアの学者 Mhlayev によって 1887年に最初のサ ンスク
 リッ ト原典の校訂が刊行された。 しか し、 本タントラに関連する資料は膨大な量が存在するにも関わら
 ず、 充分な成果が得られているとは言い難い。 一方、 〈伽OSO1～1gπi の伝統がネパールやチベットの寺院
 に今日でも継承されているという事実を踏まえるなら、 現地調査を行うことで、 このタン トラの理解を
 深めることも欠 かせないであろう。
 蹄σ は Bu ston も示 したように、 梅',?osollマgπ' に対する諸註釈書の中でも重要な文献である。 そ して
 Ma且ju薗kTrti は 「法界語自在マンダラ (Dhalmadhatuvagl忌varama尊dala)」と して広く知られている大規模な
 マンダラを説いているが、 その背景にはいかなる思想があったのかということにも注目すべきである。
 そういう意味でも、 脈∂ を中心とする註釈研究は必要不可欠なものと言えよう。 このように重要なテキ
 ストであるにも関わらず、 以∂ に関 しては未だ充分な研究がなされていないのが現状である。
 そこで、 本研究ではこの 脈∂ の解釈を把握することを通 じて Nδ'7郷α11マgπi が瑜伽タントラの立場から
 どのように理解されているかということ、 及び、 その解釈に見られる思想的及び実践的な特徴を明確に
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 することを目的とする。 また、 梅n?050ノ!アg〃i 及び 以∂ が「法界語自在マンダラ」の構成に与えた影響に
 ついても考察する。 更に現地調査を通 じて、 とりわけネパールの仏教寺院において伝統と して継承され
 てきた N∂〃1σs岬g醒 の読誦及びその背景にある儀礼や図像な どについても、 明らかに して行きたい。
内容構成
 本研究は、 以下のよう に四章から構成さ れている。
 第一章 ノVπ〃雄sσ甲g所について
 この章では、 漸n7σso1～7gπi 本文を課題と して取り上げ、 それについて考察 した。 先ず、 「Namasalpglti」
 という経題を どのように理解するかという点について、 諸註釈者の解釈を通して検討すると共に、
 N∂n7硲。'～アgπノ の構成、章分け、その特徴について述べた。また、同タントラの重要性を明らかにするために、
 それが引用されている諸文献を取り上げている。 先にも述べたが、 N翻OSαηマg躍 は文殊たる文殊智慧薩
 塊を称讃するタン トラである。 文殊は初期の仏典では菩薩と して登場するが、 その地位は後世になるに
 従って次第に上昇し、 やがて最高位の奪格とされるに到った。 その点に注目 しつつ、 大乗経典からタン
 トラ文献までに登場する文殊を取り上 げて 考察する。
 諸註釈者による解釈を踏まえると、 文殊智慧薩埋の特質を種々の「名号 (naman)」を以って「称讃
 (sa1ηgTti)」 したものが 蜥11703σ1～マgπi である。 「名 号」 を具体的に どう 解釈するか は、 註釈者それぞれ
 の立場によって異なっているものの、 その名号を論えることに「μ、 性を獲得する」 という功徳がある
 という解釈は皆同 じである。 更に、 焔1no501ηgπ1 の重要性は BU ston や Tarall盃tha の諸歴史書をはじ
 め、 κz磁窮i1マ"gh∂10ηα、 イ4iたor'nαp耀吻。、 防1n・16ψ1励h∂ に 見 ら れる 多 く の 記 述 か ら も 伺 え る。 特 に
 防1nαノ卿'励hδ は「最勝たる本初仏を知らない者は N41nosollマgπノ を知らない。 κ∂1nαsσ11?gカi を知らない者
 は持金剛 (vaj radhara) の智身 (j貸anakaya) を知らない。 持金剛の智身を知らない者は真言乗 (mantrayalla)
 を知らない。」 云々と説いて、 梅1nσ30'～アgπi の重要性を示 している。 また、 周知の如く、 〈励榔岬gπ1 は
 ん∂1000ん1窟α'欝α の成立において典拠とされている。 特に κ∂10磁'η10n惚 の註釈書である 防nマ010p'加h∂ は、
 そのタントラを解説するために 梅n燃岬g醒 の数多くの偶頒を援用 している。
 梅'no30ηマg所 の称讃の対象である文殊たる文殊智慧薩壇は、 純粋に大乗的な菩薩であり、 弥勒と共に
 大乗仏典において重要な菩薩であり、 出家菩薩の上首とされている。 諸大乗∬、典において、 文殊菩薩は
 一切仏・菩薩の母と して解釈されており、 それと同様の表現は 以葱 も用いている。
 一方、 『大日経』 をは じめとする諸タントラ文献における文殊を纏めてみると、 最初には眷属の一人と
 して登場 し、 次第に優れた菩薩として扱われるようになることが分かる。 タントラ文献の中でも、 この
 文殊智慧薩堰の特質を八百以上の異名を以て称讃 し、 「本初 ∬、 (adibuddha)」と して解釈 したものが当該
 の ノ〉∂脚50η7g醒 である。 このように、 文殊を仏・菩薩の母とする諸大乗 μ、典の解釈を踏まえると、 文殊
 を「本初仏」と して解釈する素地は既に大乗仏典で出来上がっていたものと考えられる。 そう した流れ
 を汲む 梅〃70so1～マg酬 は、 文殊を頂点に貴き 「本初仏」 と して進化させたタントラであると言える。
 第二章 Ma轟ju喜rlklrti と 孟γα'n吻"`廟π'"〃3〃'{18πi励π について
 本章では、 BU sto11 著 「瑜伽タントラに入る船』 や Taranatha 著 『イ ン ド仏教史』 な どの記述を手がか
 りに、 あまり知られていない Ma行ju舘kTrti の人物像を紹介した。 それらの記述によると、 Ma旬u菖1ikTlti
 は Allalldagarbha と同 じ師匠を持つ者とされ、 特に両者が説く儀礼の特徴が共通している。 また、
 *Madhyamikallallda はオリノ。'n61妙緯乃7∂'フマσsσ1～7g孟1iρo柳綱 (Tolloku 2540) を著 しているが、 その内容を調べた
 結果、 これが Ma旬u舘kTrti の 取∂ の流れを汲んだ文献であることが判明した。 但 し、 今回はその指摘の
 みに留め、 詳細な考察は今後の課題とする。
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 また、 Ma旬u6rfldrti が 鍬百 において、 それまでの N∂1770so12マg所の章分けを用いておらず、 独自の「内
 容分け」 を していることも特徴の一つである。 それらの 「内容分け」 に 「表題」 をつけると六十六に及ぶ。
 そこで、 それらの 「表題」 を中心に 取∂ の解釈の要点を纏め、 全体像を概観した。 また、 Ma旬u師klrti は
 ノV∂1"σSO1～フgηi を解説する際、 『無尽意経』、 『解深密経』、 『真実摂経』、 『根本中論頒』 な どの種々の文献を
 引用 している。 Ma而u忌rTkllti はそれらの引用文献によって N∂1nσsoηマgπノ に思想的及 び儀礼的な意味付け
 を行なっているのである。
 第三章 痴アα"1禰ノ'癖戸毎〃雄5`卿gπ'蘇πに見られる思想及び実践的な解釈の特色
 この章では 瓢∂ に見られる Ma旬u苗kTrti の思想的及び実践的な解釈の特徴について考察した。 特に、
 六部族、般若輪の観想、本初μ、、功徳、法螺貝の三摩地といった内容に注目すると共に、丁瀟 と 『真実摂経』
 の関係を検討した。
 その結果と して、 先ず、 N∂1nθsollマgπi 第25偶に見られる Ma旬u藍1ildlti の註釈の特徴と して、 「不二」と
 いう言葉を波羅蜜理趣と真言理趣という両方の立場から註釈していることが挙げられる。 また、 「不生」
 についてであるが、 Ma痴u舘klrti は毘婆沙師をは じめとする諸論者によって代表される 「依他起の法則
 によれば、 勝義と して生起する」という主張を不合理であると述べ、 『解深密経』 に含まれている中観的
 な記述を典拠として、 「依他起の法則によれば、 勝義と して生起はない」 と立証している。 更に、 十項目
 の 「事物としての因と果の生起」の仮定を行ない、 いずれも不合理であることを証明する。 Ma旬u怠rlklrti
 の説明方法を見る限り、 Bh盃viveka や Candrakn詑i の著作からの引用があるものの、 彼自身の思想が自立
 論証法によるものか帰謬論証法によるものなのかは、 確定し得ない。 Nag盃1julla の論法をそのまま使用
 していることから、 中観派思想に・基づいた説明であると言えるのみである。 いずれにせよ、 Ma旬u忌1ikTrti
 が N∂'nσ3ση?g所 を理解する 際、 その背景に置いていた彼の思想が 「中観派」 であることが、 明らかとなっ
 た。
 続いて、 N∂1no3011マgπノ 第 23-27偶の五つの偶に対する Ma両u自rlklrti の註釈を見ると、 六部族あるいは六
 真言王の解釈は、 六部族の構成を説く vilasavaj ra のそれと比較 しても解釈の詳細さに乏 しいと思われる
 ことから、「菩提心金剛部族」を含む「六部族」そのものの思想を彼が重要視 していたとは考え難い。 また、
 『無尽意経』 をは じめとする 『解深省経』、 『根本中論頒』 などを援用 して註解を進めるという Ma痴u師kTrti
 のやり方は、 彼の註釈の一大特徴である。 更に、 「般若輪の観想」の中で、 a,aな どの十二文字にそれぞ
 れの意味を持たせ、 更に十二の地と波羅蜜とに配分 していることも他の註釈書には見られない。 それを
 踏まえて、 文字種や月輪の観想より一切智智を獲得することを説明 し、 最後に、 八輻の六つの輪の解説
 に及んでいる。
 さて、 Ma司u薗khti は π緬 において 『真実摂経』 の題名を挙げて引用はしていないが、 多くの箇所で典
 拠として用いていることは明白である。 π層 には五如来または五仏・五智・五現等覚の真言・百字真言
 など、 『真実摂経』 関連の内容が多く見られる。 『真実摂経』 と ノv∂1n`・s・η!g躍 の決定的な違いとして、 『真
 実摂経』 では大毘盧遮那如来が主尊で、 そこからすべての仏世尊が出生するのに対 し、 N∂1"OSαηマgπi では
 大毘盧遮那如来をは じめと し、 あらゆる μ、・世尊の特質を備えているのが文殊智慧薩垣であると してい
 る点が挙げられる。 それを踏まえて考えると、この π価 は 『真実摂経』 での形式はそのままに して、五仏・
 五智・五身を自性とする主尊を大毘盧遮那如来に代えて文殊智慧薩埴と して組織 したものであることが
 わかる。
 亙∂〃705α11アg々i には文殊智慧薩堰の異名の一つと して 「本初仏」 がある。 一方、 自然生 (svaya111bh貢)・無始
 無終 (anadinidhalla) ・一切仏達を生み出す者 (janakab sarvabuddllanam)・生処のない者 (ayoni) な どの異名
 にも 「本初仏」の意味合いが含まれていると考えられる。 Ma旬u翻(lrti は 『理趣広経』 を援用 し、 金剛薩埋
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 または持金剛を 「本初 弘、」と して解釈するだけではなく、 「一切仏達を生み出す者」 を、 諸大乗経典が説
 くように 「一切仏を生み出す御母」 と して解釈している。 上述 した諸概念を踏まえた Ma司u薗kTrti の 「本
 初仏」 理解は、 「他の因によらず自分で生ずるもの」つま り、 法界を自性とするものであるから生まれる
 原因を持たない。 そのために 「始ま り」も 「終わり」も無い。 すなわち 「本初仏」 は法身を自性とする無始
 無終のものであると言える。 ノv∂'nαsαηマg面 にこの 「本初仏」 を意味する言葉が多く存在 していることが、
 κσ1αcα窪溜on鱒 の成立において、 その典拠の一つとされている理由と考えられよう。
 N∂'nαsσ1ηgπ' 第 78偶を解釈する際に 凱∂ が説く 「法螺貝の三摩地」 は、 梅1nosαη7gπi 第25-27偶の解説
 の際に説く「般若輪の観想」と並んで Ma行ju薗kYrti が示す重要な儀軌である。 臥∂ より後世に著された
 Grags pa rgyahntshan 訳の 『成就法の大海』 という成就法集がこの儀軌の部分だけを抜き出 し、 独立 した
 儀軌と して収録 している。 このことから、 π緬 に説かれている 「法螺貝の三摩地」 が重要な儀軌と して
 流布 していたことが伺える。
 ノ〉∂ノnosoηマg躍 の本文でも説かれているよう に、 このタン トラを訥える回数は一日三回すなわち初夜 (未
 明)、日 中 (朝)、後夜 (昼) の三 時である。ノ〉∂'n OS 岬gπi には読誦 によ って得ら れる 諸功 徳が説かれて いる が、
 それらの功徳には、 世間的なものと出世間的なものの両方が見られる。 つまり、 2〉∂〃?αs岬gカi を読誦す
 ることによって、 日常生活に起こり得る困難や恐怖な どから解放されるという世間的なものと共に、 悟
 りに到るという 出世間的なものが得られる と説く。 そのよう な種々 の功徳が積極的に付加されている背
 景には、 梅nマαs岬gカi を広く流布させる目的があったと考えられる。
 一方、 儀軌に関する Ma五ju舘kllti の別の著作に Dh VMv がある。 本書は「虚空の如く無垢であり極めて
 清浄な法界の智の心髄という 大マン ダラ」 という 長大な名称を持つ大規模なマ ン ダラ を説いている が、
 これは後に「法界語自在マンダラ」という名称と して広く知られるよう になったと筆者は考える。 その
 背景には Ma且ju師kTrti より後に活躍 した Abhayakaragupta (11-12C) の著作である N'5po朋の・og∂ソ017 第21
 章 「法界語自在マンダラ (Dhalmadhatuvagl帥aram即dala )」の影響 が大きい。 また、 このマンダラに配置さ
 れる諸車格名が 蹴〃 で登場するそれらと多く共通することが明らかとなった。
 第四章 ネパールにおけるNπ脚5〃'ぞ18所
 梅'nα5・η1gπi はネパールでは広く親しまれているタントラであり、 それを読誦する伝統が今日で
 も続いている。 従って、 N∂〃マos岬g灘 のより深い理解のためには、 残されている読誦の伝統を理解
 することも欠かせないであろう。 本章においては、 梅'nos岬gπ' に関するネパール寺院の現地調
 査の成果を紹介した。 また、 一面十二腎「ナーマサンギーティ文殊」 図像の考察及び Am噸nanda 著
 Dhσr醐磁oJo3岬g'ηho に説かれているその図像を解説する部分のサンスクリッ ト校訂本を紹介 し、 和訳
 を示 した。 このように本章では、 ネパールで独自に発展 した 瀬n燃σηマgπi の伝統について述べ、 それを
 読誦する意義について考察 した。
 梅1"osα'ηgπ' は 10-11 世紀に著わされた κz'伽`'n'1ghδ'o'10 や 互微or〃?4ρm縮pα な どの文献においても読
 誦用経典と して登場するが、 早朝から読誦 を行なう伝統が今日までネパールのバーハーやバヒーと呼ば
 れる寺院に継承されているという事実は注目に値する。 〈励撚卿g〃i はネパールにおいて伝統を受け継
 ぎつつ常用経典と して流布 し民衆に親 しま れてきただけでな く、 更に独自な発展をも遂げているのであ
 る。 ネパールに現存する一面十二腎の「ナーマサンギーティ文殊」 は、 まさにそれを物語っている。 他
 方、 同地には大きく分けて二種類の 「ナーマサンギーティ 文殊」 の図像が存在することをも示 した。 その
 「ナーマサンギーティ 文殊」 の図像の解説は、 Ni5pα朋のノog∂vαπ、 S∂ゴhono'n∂1∂ な どの文献には確認できず、
 Amrtananda が著 した Dhαr'n盈。∫σ30η791ηhα のみに確認できる。 しか し、 「ナーマサンギーティ文殊」の作
 例は Am噸nanda の活躍年代 (19世紀前半) 以前にも存在することから、 その図像が どのよう に発展を遂
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 げていたのかは今のところ明らかではない。
 梅n撚岬g所 は読誦のみならず、 写経 したり他者に説いたりすることによって計り知れない功徳が得
 られると伝えられているため、 ネパールでは僧侶 はもちろん在家の人びとの問にも、 暗誦 したり写経し
 たりする習慣が維持されてきた。 その様な功徳が期待されるため、 「ナーマサンギーティ文殊」を前に
 してはもちろん、 仏塔、 バーハーやバヒーの本尊、 そして、 ジャー トラー qatra) と呼ばれる観音の祭に
 その山車の前で 梅'n・s岬gπi が諦えられることも多い。 更に誕生日な どのいろいろな記念日や葬儀の際
 にも読誦される習慣がある。 その読言前の伝統は、主に、ナーマサンギーティ・グティ (guthi) のグティヤー
 ル (guthiyara) たちによって受け継がれてきたと考えられる。
 漸1nosoη7g躍 がネパールにおいてこれほ ど親 しま れているなら、 「ナーマサンギーティ文殊」 を本尊と
 する寺院があっても不思議はないはずである。 しか し、 そのような例は存在 していない。 それは「ナー
 マサンギー ティ 文殊」 が、 様々な仏菩薩の功徳を集約 している姿であるからだと考えられる。
 本章の最後においては、 文殊菩薩や N∂〃了os卿g躍、 そして 「法界語自在マンダラ」 が、 歴史的な事実や
 伝説と入り混 ざつ て一緒に登場するエピソー ドを伝えている Sv砂。ηめhゆ忽〃助。 についても触 れ、 その重
 要性を指摘 した。
結論
 以上に述べてきたよう に、N∂'nα3α1～マgη' は文殊たる文殊智慧薩堰の特質を種々の 「名号 (11且man)」を以っ
 て「称讃 (salpgTti)」するタントラである。 それらの名号は単なる名前ではなく、 仏教に関する多くの基
 本的な概念を含んだものであ り、 かつ諸功徳が具わったものでもある。 それ故に、 諸名号を正 しく称讃
 するだけで、 無病息災といった種々の現世利益から無上現な ど覚までの功徳 (anu善alllsa) が得られると説
 く。 このように得られる功徳に焦点を当てる と、 本タントラの構成は 「因果」 の関係にあると言える。 つ
 まり「因」たるものが様々な性質を備えた文殊智慧薩壇の称讃であり、 「果」たるものが、 こう した諸功
 徳なのである。
 また、 梅'"osσ1ηg〃' には特定の思想や儀礼な どが説かれてはいないが、 それは裏を返せば様々な解釈
 の余地があるということであ り、 このような柔軟性の故に、 稀とも言えるほ ど異なる立場からの解釈が
 行なわれている。
 本研究の中心テキストと して用いた Ma旬u忌rTkTlti 著 以∂ は、 N∂1noso1～?gπ' に思想的及び儀礼的な意味
 合いを与えるために、 『解深密経』、 「無尽意経』、 『真実摂経』 といった諸経典と共に、 『根本中論頒』 な
 どの諸論書を援用 しているが、 それらの文献の扱い方から、 彼が顕教と密教両方に通じる学僧であった
 こ とカ§知 ら れる。
 π緬 における Ma旬u台rlkllti の註釈の仕方を見ていくと彼の思想的な基盤が「中観派」にあることが分か
 る。 また、 蹴∂ において、 「般若輪」及び「法螺貝の三摩地」といった彼独自の観想法、 特に「法螺貝の三
 摩地」とほとんど同 じ内容が、 S∂61honoln∂1∂ に「成就法」 (SM No.81)と して収録されている。 この「成就法」
 は、 Grags pa rgyal mtsllall 訳 『成就法の大海』 が編纂される時点で、 π肋 から「法螺貝の三摩地」の部分だ
 けが抜き出され独立した儀軌 (Tohoku 3474) として扱われた結果である可能性が強い。 以上が 皿δ にお
 ける特徴的な記述であ り、漸'n σ3 卿gπi に思想的及 び儀礼的な意味付けを行なう仕方の一端である。また、
 「法螺貝の三摩地」もそうであるように、 蹴∂ 全体の解釈の仕方を見ると、 Ma且ju忌rTkTlti は言葉 (v巨。) を
 重視 して解釈する傾向があると言える。 そのような傾向が Ma負ju甜klrti の著 した 「法界語自在マンダラ」
 と して広く知られているマンダラの解説文献である Dh 四4V にも、 色濃く反映されていることも明らか
 になった。
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 陥〃螂。'～マgπ' を読誦する習慣は、 今日でもネパール・チベッ トにおいて寺院だけでなく民衆の問にも
 広く流布 しており、毎日読誦されている。 本研究のために行なった現地調査の成果の一つとして、ネパー
 ルにおいて N∂'nα3α1～7g〃i は、 κε磁寵i'7illgh∂10'7α や 4徹α1"10p'ηゆ。 が説くよう に、 早朝から読誦するとい
 う伝統を維持 しながらもネパール独自の発展を遂げていることが挙 げられる。 また一面十二腎の 「ナー
 マサンギーティ 文殊」 の図像もそのよう な一例と して指摘 できる。
 以上が本研究によって明らかになった主な点である。 今回は特に、 瑜伽タントラの立場から著された
 Ma旬u忌rlkTlti の 鍬∂ を中心に論を展開してきた。 今後は、 「法界語自在マンダラ」として広く知られてい
 る 「虚空の如く無垢であり極めて清浄な法界の智の心髄という大マンダラ」を説く Ma伍ju虹kYrti の別作
 Oh VMVのマンダラ の構成、 マンダラ儀軌の具体的な内容について研究を進め、 「法界語自在流」 全体を
 解明することを課題と したい。 また、 新旧の 「法界語自在マンダラ」 を含む多くの作例が今日にまで存在
 しており、 現地調査によるその変容と展開についての考察もまた必要となるであろう。 特にネパールに
 おいては今日でもそのマンダラ が 「マンダラ 台」 の形で建立されている。 そのために用いられている修
 習法次第な どの精査によって、 未だサ ンスクリッ ト原典が発見されていない 以∂ や ∂h 四4V の原典の回
 収の可能性も皆無ではない。 そのため、 特にネパールにおける現地調査を通 じて同マンダラ信仰の具体
 像の探求に努めたい。 また、 一面十二腎の 「ナーマサンギーティ文殊」の変容または発展がネパール独自
 のものであったとすれば、 その経過の解明も必要である。 これは長い年月をかけてネパールの社会に浸
 透 している点から、 この地域の文化や習慣の研究には欠かせない。 これも筆者の今後の課題である。
 更に、 Ma旬u師klrti が 皿∂ に最も多く引用しているのは 『無尽意経』 であるが、 それに関する研究があ
 まりなされていない。 今後、 蹄∂ に用いられている 『無尽意経』 の内容を考察し、 その意義を明確にす
 ることも課題となる。 他方、 漸1nos岬g所 には瑜伽タントラ以外の立場からの註釈が存在することから、
 それらの研究も進め、 〈励マσS醐gπi の解釈が どのように展開 してきたのかを明らかにする必要がある。
 こう した研究は仏教タン トラ、 ひいては仏教そのものの思想およ び儀礼の展開の解明にも繋がるものと
 筆者は考える。
 論文審査結果の要旨
 本論文は, 後期イン ド密教史上の重要経典 N∂'nα3α1～7gπ', 及びMa丘ju忌rlkllti が著した同経の註釈書
 ゆア。'}マ。勉'`'励∂'nαsα1～アg耽沃∂ (以下 臥∂) を基礎資料として, 双頭 の所説を文献学的操作によって吟味す
 ることによ り, 亙∂1no50η7g〃i を瑜伽タントラと して解釈・受容する方軌の具体像を解明しようと したも
 のである。
 本論文は 「序論」, 第一章から第四章までの本論, 「結論」, 及び「文献表」・「付録」から構成されている。
 「序論」では, 先ず仏教タントラ全体における 漸1no50ηマg酬 の位置付けを先行研究に基づいて論 じ,
 同経本来の性格は瑜伽タントラであることを確認する。 続いて考察対象である 梅n?os卿7gカノ 及びその
 解釈体系に関する先行研究を概観した上で, 膨大な文献資料が見在するにも拘らずそれに対応するだ
 けの充分な研究成果の蓄積が無く, 従って瑜伽タン トラ・無上瑜伽タン トラ両様に受容されたという
 ノV∂'noso'ηg所 の最も基本的な特徴に関 しても考察が不十分であること, 一方で同経の信仰伝統がネパー
 ル・チベットでは継承され続けていることから, その現地調査を行うことが有益であることを指摘する。
 そ して以上のような状況を踏まえて, 本論文の研究目的が π緬 の解釈に基づいた“瑜伽タントラと して
 の 漸〃マαs岬gπ'"の受容形態を明らかにすること, 臥∂ とネパール仏教において重用される法界語自在
 マンダラとの関係を考察すること, 更には現代ネパール仏教において 梅1nosα'ηgπ1 の信仰伝統がどのよ
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 う に存続 しているかを現地調査の結果を踏ま えて論ずることにあると述べる。
 第一章 〈Nδη郷 岬gη' について〉 では, 第二章以下における考察の前提と為すべき κδη燃 岬gr'∫ 自体に
 関する幾つかの論究を行っている。 先ず, 同経が瑜伽タントラ・無上瑜伽タン トラ両階梯で解釈され独
 自の流儀が伝えられてはいるが、 同経本来の性格としては瑜伽タントラと理解すべきであること, 同経
 が至尊文殊智慧薩麺への称讃とその功徳のみを説く, 一般的な密教経典とは異なる独特の内容形式を
 取っていることを確認する。 また, その現行テクス トの多くに見られる“全体を十四章に区分する在り 方'
 が, 同経本来の形態ではなく註釈者の工夫によるものであることに言及 し, その証左の一つと して 鰍∂
 が示 している独自の 「内容分け」 を提示する。 そ して 梅〃?αg岬g酬 が後期イン ド密教界において重要視
 されていたことに触れ, 同経の知識の有無が学識者であるか否かを判 断ずる基準であったこと, 行者が
 毎日実践すべき行法の一つと して同経の読誦が含まれていることな どの具体的事例を, Advayavajra や
 BU sto11 等の言及に基づいて明らかにしている。
 一方 N∂'"σ30ηフg所 は文殊を単なる中心仏と して称讃対象と したのみならず, それを「本初仏」 と規定
 している。 このこと自体は夙に知 られた事実であ り, また先行 した大乗経典において既に文殊を 「諸
 菩薩の父母」と見倣す理解があって, それが同車を「本初仏」 とする解釈へと繋がるとの指摘も先行
 研究において為されている。 論者は, その点を資料に即 して改めて確認した上で, 更に 『理趣広経』・
 刀η110ゆ。曜の・漱01ρo の2密教経典を考察対象に加え, 両経に共通 して “文殊を曼荼羅の中尊に置き儀礼を
 実践することで, 無上正等覚の獲得等の功徳が得られる"という 亙∂〃7σSO1～7gπi の所説とよく対応する規
 定が見られることを述べる。 これは. 同経の文殊観が成立する道筋をより具体的に探る上で, 貴重な資
 料となり得るものである。
 第二章 〈Ma司u甜kTrti と 動・01m顔'∫1伽∂1nθsα1～7g耽繭 について〉 では本論文の中心資料である 臥∂ の内
 容構成と, その著者である Ma旬u菖1ikllti の人物像を明らかにしている。 先ず Bu stoll が紹介する彼の伝
 説的事蹟を紹介 し, その全てを史実とすることは出来ないものの Allalldagarbha の法兄弟であるという
 伝承に注意すべきであ り, その場合 10世紀前半頃を活動年代と考え得, またこの法兄弟であるとの伝承
 を裏付けるように, 両者の示す観想次第が 〈三種三摩地〉 を基本構成とする点で共通点を有する, とする。
 また“Madhyamikananda という経歴不詳の人物が著 した Ma司u6rTkTrti 註 (Toh 2540;Ota 4831) が, 内容上
 鰍δ の要約と見倣 し得る"という 指摘も論者によって新たに確認された知見である。
 続いて 以∂ の全体像が, 詳細な科段表 及びそ れに従って進められる要約的記述によって提示される。
 Ma旬u薗kTrti は 7沃∂ を著す際に 「A を説明するためにBを説く」という形式で N∂1nσ5α1～マgπi 本文の有する
 意味内容を示 しているが, これに注目 した論者は 「A」 の部分が同経に対 して彼が与えている目次に相当
 することを発見 し, それを抜き出す形式で 梅〃70s岬g刀ノ 科段表を作成する。 これはまたそのまま 鰍∂ の
 目次でもあり, 論者はこれに沿って同書の記載内容を要略 している。 この 「要略」 では, 特に 琳」 の引用
 する諸典籍の確定に意が用いられているが, これは Ma旬u航k耐i が くA∂177050'～アg所 の記述を解釈する際に
 何を根拠と していたかを考究する上で重要な起点となるものであ り, 論者自らが 「結論」 において触れて
 いる通り, 今後の発展 的研究が期 待される点である。
 第三章 〈イ1γ01嬲物∫'伽∂〃マosoηマgπ'撤δ に見られる思想的及び実践的な解釈の特色〉 はその内容から見て
 本論文全体の核心を成す部分であり, M鋤u蘭ldrti が Nδ7,?αgo'ηg所 を解釈する上で拠り所の一つと した
 顕教上の立脚点を明らかにすると共に, 彼が儀礼実践に関わる事項を中心と した密教上の諸概念を, ど
 のように 漸η燃α'ηg酬 と結 び付 けているかを論 じ、 同経を瑜伽タン トラと して解釈する仕方の具体像を
 描出しようとしている。
 先ず同経第 25 偶の `advaya'・`allutpada' に対する註釈を取り上 げ, そこ で確 認される 教証と理証の両面
 一 !07一
 から, Ma丘ju菖rlkTrti の立脚点が中観思想にあったことを論証する。 これは“波羅蜜理趣と真言理趣との相
 互関係を探る"という後期イン ド密教研究上の重要課題に対して有益な視座を与える, 貴重な指摘と言
 える。
 亙∂'nosσηマg所 に則った儀礼を行う場合に基本的な枠組みと して重視されるのが菩提心金剛部族以下の
 〈六部族〉 の概念である。 これは Ma亘iu舘kTlti に先立つ Ma旬u甜mitra の文献で既に取られている仕方で
 あり, 彼の弟子である Vilasavajra にも受け継がれた。 しかし論者は, Ma伍ju誼klrtl がこれに全く関説せ
 ず, 『真実摂経』 以来の〈五部族〉体系による解説を行っていることを指摘 し, “蹄∂ は 『真実摂経』 におけ
 る主尊大毘盧遮那の属性を全く変えずに, そのまま く励撚卿g〃i の主尊文殊智慧薩士垂と して解釈 してい
 る"とする。 また, 同じく Ma旬u善1imitra や Vilasav句ra が独特の観想法を指示する 〈幻化網現等覚次第〉 に
 ついても, `a, 註・ ・alp, ab'の十二母音を信解行地より仏地に到る十二地に対応させたうえ, いわゆる 〈六
 真言王〉の文字を用いた「般若輪の観想」と呼ばれる文字髪と月輪を用いた一連の瞑想法を指示 し, 前者
 2人のような 《大毘盧遮那→本初仏→般若輪→智慧薩麺》 と 次第する重層的瞑想に全く 関説 しないことを
 確認している。 瞑想内で「本初仏」に言及しないことはそれを独立 した奪格として扱わない立場を示唆
 するが, 論者はこの点も確認 している。 即ち Ma煮ju醤1ildrti は`svayalpbhU∵anadinldham'・`paramadya' など
 の語は 「本初仏」 の同義語であ り, それらが全て金剛薩埋・持金剛を意味する, と解釈 しているという。
 その一方で Ma行ju虹k了lti は, 第 78 偶に含まれる `dhanna善ah㎞a' という 語に関連 して 〈法螺貝の三摩地〉
 と呼ばれる独特の観想法を説いている。 これは文殊・阿弥陀・法螺貝を瞑想対象とすることで言語能
 力に関わる悉地を成就 しょうとするものである が, 論者は, これが M鋤u謡klrtl 独自の観想法であ り,
 しかも独立した成就法と して S翻h61no'η∂i∂ に収載されていることを指摘 している。 密教儀礼実践面で
 M刎u謡kllti が どのような活動を行っていたかを具体的に知ることの出来る重要な発見であるが, 今
 一つ彼と密教儀礼との関わりという 観点から見落とせないのが 「法界語自在マンダラ」 である。 同マン
 ダラが彼の流儀 (法界語自在流) に固有であるとの事実は夙に著名であったが, それを文献上の記述に
 位置付ける試みは為されてこなかった。 本章において論者は, 以∂ と並ぶ Ma丘ju誼kTrti の代表作 「マ
 ンダラ儀軌』 (Toh2589;Ota3416) をも検討 し, 元来このマンダラは「虚空の如く無垢であり極めて清浄
 な法界の智の心髄という大マンダラ」と呼ばれるもので, Ma搭ju甑kT貢i が 亙∂1,?σsση7gπ' 第115偶の一節
 'sarvabuddhamahagarbha' を根拠と して案出 した可能性があると述べる。 そ してそれが 「法界語自在マン
 ダラ」と呼ばれる に到ったのは Abhayakaragupta 以降のことであるという。
 第四章くネパールにおける 梅'nosoη7g紛 では, 論者の母国であるネパールの現代仏教界において
 漸'no50ηアg躍 がどのように扱われているかが, 論者自身による現地調査の結果を踏まえて述べらる。 そ
 れによれば, 同経は寺院において毎朝行われる本尊洗顔式の際に唱えられるほか, 朝夕の勤行で読誦す
 る寺院も多いことが確認される。 また葬儀や各種記念日に読誦する習慣もあるという。 これら読言甫の場
 面で中心的な働きをするのが 〈講〉 に相当する「グティ」という組織であ り, これに属する人々 (「グテイ
 ヤー ル」) が儀礼の準備や経頭の役割を果たすという。
 なお, 論者自身は余り成果を強調 していないが, 「結論」の後に置かれた 「付録」の7において, 以4 所
 引の Nδn7030ηマg躍 テクス トと同経現行本 (梵蔵) とが殆 ど相違なく一致 している事実を示 していること
 は, 同経の流布・流伝状況を明らかにして行く上で重要な押さえ所となる。 一般にタントラの註釈書が
 引用するテクス トはその現行版と異なっていることが多く, 今のような例はむ しろ稀である。 鰍∂ が同
 経現行テクス トの成立に何らかの関わりを有 した可能性も考えられよ う。
 このように, 本論文ではイン ド密教史を解明して行く上で新たな基盤となる有益な新知見が多数提示
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